










要約 

NICU 退院児の在宅酸素療法体制の確立に関しての成果をまとめてみた。 

特にパルスオキシメ一夕の出現により小児在宅酸素療法は安全に施行が可能となり,患者

医療関係者双方にとって肉体的,精神的,経済的意義の大きな治養手段であることが示され

つつある。 

小児での在宅管理施行に際しては,その特質を理解した管理体制の確立が必要である。 

小児では,在宅酸素療法からの離脱は高い頻度(35%)で可能であり,社会的還元効果も大き

い。NICU にひき続いた小児 1CU,小児科体制および専任の在宅療法チームの確立が今後更に

重要となる。 

小児での在宅酸素療法開始の一応の適応基準がえられた。 


